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は、  ■日本 無形文化遺産保護条約に

どのように対応していますか？ 

無形文化遺産保護条約を批准した国は、次のことが求められています。 

①「自国内の無形文化遺産の目録」の作成 

②「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」への提案 

③「緊急に保護する必要がある無形文化遺産の一覧表」への提案 

それぞれに対する日本の対応は、文化庁が無形文化遺産保護条約への対応について調査審

議するために設置した「文化審議会文化財分科会無形文化遺産保護条約に関する特別委員会」

で調査審議を重ね、文化審議会文化財分科会を経て、文化庁としての対応を次のとおり決定

しました。 

① 「目録」については、国の指定・選定を受けた文化財の一覧を目録としてユネスコ

事務局に提出する。 

② 「代表一覧表」については、文化財の特徴及び指定件数に基づき区分を設け、指定

等の時期が早いものから順に提案する。 

③ 「緊急保護一覧表」については、文化財保護法で既に保護措置が確保されているた

め、日本からの記載提案は当面行わない。 
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